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会  議  録  

会 議 の 名 称   
令和４年度彦兵衛下小笠原遺跡ふるさとの森検討協議
会第１回会議  

開  催  日   令和４年７月７日（木）  

開 催 時 間   午前１０時００分開会  ・  午前１１時３０分閉会  

開 催 場 所   白岡市役所４階  特別大会議室  

会 長 の 氏 名   小峯  昇  

出 席 者 の 氏

名・出席者数   

彦兵衛下小笠原遺跡ふるさとの森検討協議会委員  

小  峯  昇、山下  幸一、久保木  孝夫、長谷川  敏夫、  

浅井  嘉一、川島  大輝、加藤  良雄、石島  隆志、  

早津  敦  

                      ９人   

欠 席 者 の 氏

名・欠席者数   

彦兵衛下小笠原遺跡ふるさとの森検討協議委員  

柴山  利幸、戸田  正勝、高橋  建男                           

３人  

説明員の氏名   (1)  会長及び副会長の選任について：関根  啓文  

(2)  令和３年度事業報告について：松原  直美  

(3)  令和４年度事業計画について：松原  直美  

(4)  いきもの調査について：松原  直美  

(5)  ひこべえの森枯損木伐採報告：松原  直美  

事 務 局 職 員 の

職・氏名   

環境課  課長  関根  啓文  

環境課  主幹  折原  浩幸  

環境課  主査  村岡  信義  

環境課  主任  松原  直美  

４人   

会 議 次 第  

１  開   会   

２  あいさつ  

３  議   題  

(1)  会長及び副会長の選任について  

(2)  令和３年度事業報告について  

(3)  令和４年度事業計画について  

(4)  いきもの調査について  

(5)  ひこべえの森枯損木伐採報告について  
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４  そ の 他 

５  閉   会  

配 布 資 料  

会議次第   

資 料 １ 令和４年度彦兵衛下小笠原遺跡ふるさとの  

森検討協議会名簿  

資 料 ２ 令和３年度白岡緑と土の会作業報告  

資 料 ３ 令和４年度白岡緑と土の会事業計画  

資 料 ４ 令和３年度彦兵衛下小笠原遺跡ふるさと  

の森にかかる消耗品購入一覧  

資 料 ５ ひこべえの森いきもの調査について  

資 料 ６ ひこべえの森枯損木伐採報告について  

要   綱  彦兵衛下小笠原遺跡ふるさとの森検討協議

会設置要綱  
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議   事   の   経   過  

発  言  者  議  題  ・  発言内容  ・  決定事項  

 

村岡主査  

 

椎木副市長  

 

 

椎木副市長  

村岡主査  

 

 

 

村岡主査  

 

 

 

 

関根課長  

 

Ａ委員  

松原主任  

 

関根課長  

 

出席者一同  

関根課長  

 

出席者一同  

小峯会長  

１  開   会  

会議を開会。  

２  委嘱書の交付  

 椎 木 副 市 長 か ら 各 委 員 に 対 し て 委 嘱 書 の 交 付 を 行

う。  

３  あいさつ  

椎木副市長からあいさつ。  

委員紹介。  

環境課職員紹介。  

４  議   題  

(1)会長及び副会長の選任について  

 議事の進行については、彦兵衛下小笠原遺跡ふるさ

と の 森 検 討 協 議 会 設 置 要 綱 第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ

り、「会長がその議長となる」となっていることから、

会長が決まるまでの間、関根課長が議長を務めさせて

いただく。  

 会長、副会長は委員による互選となっている。どな

たかいるか。   

事務局に腹案はあるか。  

 小峯委員に会長、久保木委員に副会長として御協力

願いたい。  

 事務局から案の説明があった。  

意見はあるか。  

意見なし。  

会長は小峯委員、副会長は久保木委員と決定してよ

ろしいか。  

 異議なし。  

 小峯会長からあいさつ。  
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久保木副会長  

 

村岡主査  

 

出席者一同  

 

 

 

小峯会長  

 

 

松原主任  

小峯会長  

 

Ａ委員  

 

 

 

 

各委員  

Ｂ委員  

関根課長  

 

Ｄ委員  

 

 

 

Ａ委員  

 

小峯会長  

 久保木副会長からあいさつ。  

（椎木副市長は退席）  

ただいま節電のため、窓側の照明を落としている。

このまま続行でよろしいか。  

問題ない。  

（小峯会長が議長となり、議事を進行）  

(2)令和３年度事業報告について  

(3)令和４年度事業計画について  

議事 (２ )「令和３年度事業報告について」、(３ )「令

和４年度事業計画について」、それぞれ関連があるた

め、一括して議題とする。事務局から説明願う。  

資料２、資料３、資料４に基づき説明。  

説明内容に対して、質問等あるか。  

Ａ委員、何かあるか。  

会の活動の中でチェーンソー、刈払機等、ある程度

危険が伴う道具類を使うことがある。  

一度、危険を伴う道具の使用について、講習会等を

開催していただきたいと思う。委員のかたから、指導

いただく機会を設けられたらと思う。  

賛成。  

機会があれば是非お願いしたい。  

例えばＣ委員さんがいらっしゃるので、皆さんもし

御希望であれば、機会を設けたいと思う。  

埼玉県トラスト協会では、ボランティアの方にチェ

ーンソーと、刈払機の講習会を受講してもらっている。 

費用は場所によって違う、東部地区で探されるのもい

いかと思う。  

道具を正しく使用をするということは、機器のメン

テナンスにもつながることである。  

ほかにあるか。  
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Ａ委員  

 

 

 

 

関根課長  

 

 

 

Ａ委員  

 

 

 

 

小峯会長  

Ｅ委員  

 

Ａ委員  

 

 

小峯会長  

 

松原主任  

小峯会長  

Ｆ委員  

 

Ｄ委員  

 

 

Ｅ委員  

ボランティア等を誘う場合、ホームページの有無に

ついての質問があるため、作成してはどうか。  

約２０年前、ホームページを立ち上げたが、現在は

停止してる。そこで、市である程度作っていただけれ

ば、後の更新を引き受けても構わない。  

ホームページについて、市が作ったものを、今後、

緑と土の会の方で更新いただけるとのこと。掲載する

データについては、皆さんから提供していただければ、

そういったことは可能かと思う。  

２０年前からのデータが全てあるので、もし興味の

ある方がいらっしゃいましたら、お知らせください。

市のホームページにぶら下げる形が一番いい。その形

であればで、宣伝にもなるので、よろしくお願いした

い。  

ほかにあるか。  

先ほどの説明にあった、「ひこべえの森冬の集い」の

日程が分かればありがたい。  

森の件もホームページに入れていただければ、市民

の方も参加されると思う。合わせてよろしくお願いし

たい。  

ほかにないようであれば、議題（ 4）いきもの調査に

ついて事務局から説明を願いたい。  

資料５に基づき説明。  

この件につき何か質問等あるか。  

この 1 週間、自宅の畑のトマトとキュウリをやられ

た。アライグマだと思うがよく分からない。  

アライグマは夜行性である。埼玉県や市町村で対策

をし、捕獲に取り組んでいる。農作物被害は県内でも

大きい。捕獲は年間５，０００匹ぐらいと聞いている。 

私はニュータウンに住んで３０年になるが、去年か
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Ｅ委員  

 

関根課長  

 

 

Ｄ委員  

 

 

Ｅ委員  

 

Ｄ委員  

 

小峯会長  

 

 

松原主任  

小峯会長  

Ｃ委員  

 

 

 

 

 

Ｄ委員  

 

 

 

 

 

 

らタヌキの目撃情報があった。自然豊かなひこべえの

森は当然と思っているが、対策が難しい。  

アライグマについては、市から捕獲器を貸し出しし

ている。タヌキ等であると外来種ではないので、捕獲、

貸し出しができない。  

何匹かいると思うので、もし必要であれば捕獲器を

お願いしてはどうか。農作物被害がある場合には、か

なり有効である。  

Ｄ委員はお近くなので、よく分かると思う。森も何

かされてるのではと思い伺った。  

餌に関しては、油っぽいものが好きで、いろいろあ

る。調べてもらって、仕掛ければ入ると思う。  

生き物調査とは少し話がそれたが、よろしいか。ほ

かになければ、議題（５）ひこべえの森枯損木伐採報

告について事務局から説明を願いたい。  

資料６に基づき説明。  

これにつき、何かあるか。  

実は６本の伐採については、うちの会社でやらせて

いただいた。大木で倒木の危険があるものを、市役所

と相談し伐採した。伐採日はこの写真のとおりである

が、まだほかにも小さい木で枯れているものもある。

それは、ボランティアさんの方でできるので、やって

いただければと思う。以上である。  

資料６－２の左上がコナラ、その下がイヌシデだと

思う。私が今日見つけたものが、資料６－１の丸印が

６個あるところより、もっと下になる。番号がちょっ

と見えにくいが、Ｂの７、Ａの３もある。下の丸印の

ところに点線のＢの２３と、２２があるが、それの左

側にＢの 7 がある。多分これだと思う。右側の一覧表

でも、コナラになっている。これに、カシノナガキク
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Ｄ委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小峯会長  

Ａ委員  

 

 

 

 

イムシが入っていた。イヌシデは番号を確認できなか

ったが、結構幹が傷んでいる。以前、孟宗竹が入る前

は、西側の竹林にかなり西日が当たっていた。イヌシ

デは相当傷んでいる。  

杉に関しては、幹がちょっと割れている。ミゾ腐れ

病と思われるが、そういったものもが何本か見られた。

低地のスギはあまり生育状況が良くない。病気が入っ

てる杉もあり難しい。長期的計画で、伐採を進めたほ

うが良いと思う。基本的にコナラの雑木林というのは、

今は、推奨できない。  

カシノナガキクイムシが、鳥取県では２０年以上前

から入っている。埼玉県の１２号地で作業し、2 年前に

８０本切り、昨年が５５本ぐらい切った。埼玉県全域

で、多分平地のコナラには、カシノナガキクイムシが

入ると思う。  

問題はその後で、樹液が出てる木は枯れないと他県

からの報告があるが、大量のフラスが出た木は枯れて

いる。マスアタックと言って集団で入ってくると、一

気に枯れてしまう。細い木には入らないが、これが大

きくなると入ってくる。  

もし植樹をするのであれば、コナラ以外の樹種を、

選んだ方がいいと思う。Ａ委員からもあったが、長い

目 で 見 て 検 討 し て い く 必 要 が あ る と い う 気 が し て い

る。以上である。  

ほかに何かあるか。  

資料の６－３の件である。林業の幼木伐採と違い、

昆虫の被害によって危険な状態になった枯損木を、伐

採したということである。環境を学ぶという点で、非

常に良い機会である。今後は見学会等を設け、市民や

子供たちに健全な森を保つためにこうした作業がある
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Ａ委員  

 

 

 

 

 

 

 

小峯会長  

Ａ委員  

 

 

小峯会長  

 

各委員  

小峯会長  

 

村岡主査  

 

 

Ｅ委員  

 

 

 

 

村岡主査  

 

 

 

 

ことを知らしめてはいかがかと、提案である。森林イ

ンストラクターとして埼玉県民の森に行き、その中で

森の樹木を題材にし、学校の様なものを開催している。

それに準じた環境教育的なイベントを、実施してはい

かがか、と思ってる。毎年１２月に開催される「ひこ

べえの森冬の集い」もその一環だと思う。年に 1 回だ

が、もう少し学校関係を巻き込んで、数回、そういっ

たイベントを開いたらどうかと思った。  

ほかに何かあるか。  

木をチェーンソーで伐採する現場を、市民が見る機

会はないので、こういったものを見るだけでも、興味

深い結果が生まれると思う。  

（５）につきましてほかに何かご意見ご質問等ある

か。よろしいか。  

はい。  

議事が全て終了したため、議長職を解かせていただ

く。  

次に配布資料について概略を説明する。  

第２次白岡市環境基本計画の概要版に基づき、ふる

さとの森について説明。  

ここ 1 年ぐらいで、お寺の森がなくなったり、神社

の大木が消えたりした。何か理由があると思うが、寂

しい。緑を守る、自然は豊かにと頭の中にあるが、大

木が消えていくのことについて、策はないかというこ

とをお尋ねしたい。いかがか。  

例えば事務局の方でふるさとの森と並んで、保存樹

木・樹林というのものを指定している。その中で相手

方に交渉しようと思った矢先に、本当に素晴らしい銀

杏の大木が伐採されたことがあった。管理者の高齢化

や、近隣の宅地化に伴う苦情これに耐えきれなくなっ
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村岡主査  

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ委員  

 

 

 

 

Ａ委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ委員  

 

 

て、何百万とかけて伐採されたと聞いた。歯止めする

良い策はなく、あくまでも、樹林・樹木、ふるさとの

森を所有されている方は一個人である。管理費の一部

を補助しているだけでは、緑地保全のために高い税金

を払うことに、耐え切れない部分がある。  

現実、相続問題等の先を見据えているということで、

なかなか歯止めをかけるような良い策はないのが現状

である。  

個人的なことで、語弊があったらお許しいただきた

い。興善寺の近くや、高岩神社の近くの青空が広がり

すぎてるんじゃないかと素人考えでは思っている。消

えていってしまう森。なんとも寂しくてしょうがない

というのが、私の感想なので発言させていただいた。  

私も同じような経験があった。寿楽院の入り口に、

結構森らしき樹木があったが、全くなくなってしまっ

た。近隣の人から言わせると、やはりお寺とか神社と

かいうのはやはり樹木と一緒になって、その形態を形

作ってきたものだから、そういったものがなくなって

しまえばただの墓場だと。そういった意見もあり、何

か本当に何とかならないかという感情を持っている。  

市内に３か所ふるさとの森に準ずるような場所があ

ると聞いている。ひこべえの森は県有地ということで、

突然消えてなくなるということはまずないと思う。例

えば、その３か所で同じような問題が出たらどのよう

に対処するのか、疑問に思ってる。結局、同じような

答えになるかと思う。要するに私の個人的な感想であ

り、特にお答えを要求するものではない。  

Ａ委員が言われたように、我々は何も言う権利もな

いのかもしれないが、周りのことがあまりにも急激に

変わるので、なんとなく気になる。森が消えるのは、
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Ｅ委員  

村岡主査  

 

松原主任  

 

 

 

 

 

Ｃ委員  

 

 

 

 

 

Ａ委員  

 

 

村岡主査  

Ｄ委員  

 

 

 

 

 

村岡主査  

関根課長  

 

 

 

本当に寂しさが残る。残念である。  

ほかに何かあるか。  

なければ２点目の方へ進めたい。  

本日欠席されたＧ委員から、ひこべえの森の測量調

査（毎木調査）が終わったということで、資料の提供

があった。樹種について、高いところに葉があるため、

樹皮だけでは判断がつかないので、分かるかたに御協

力いただき、欄を埋めたい。また、皆様の活動に御活

用いただきたいと、連絡があった。  

この調査については、Ｇ委員に依頼されて私も協力

した。樹種は全部分からないのではなく、同じ種類な

ので、書かないところもある。樹皮だけで判断した樹

木もあるので、誤りがあるといけないので、あまり難

しいものは書いていないだけで、全部分からないとい

うことではい。  

私の弟も造園業をやっているが、よく分からないと

いうことが多いようだ。確かに紛らわしい木もあるし、

分からないのがあるのは当然だと思う。  

ほかにあるか。  

いくつかあるが、例えば、カシの木は「シラカシ」、

Ｂの１２７は多分「コナラ」だと思う。サカキは「ヒ

サカキ」、ムクなんかも正式名称は「ムクノキ」だと思

う。  

これだけ落とすのは、相当時間がかかったと思う。

本当に大変なところ。敬意を表したい。  

ほかにあるか。  

私の方から一点。先ほどのＥ委員から御話しがあっ

た樹木伐採について、担当の話のとおりではある。し

かし、市としては何とか地権者の協力を得られるよう

な努力はしていきたいと思っているので、よろしく願
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関根課長  

村岡主査  

 

 

 

 

 

いたい。  

よろしいか。  

以上をもって、令和４年度彦兵衛下小笠原遺跡ふる

さ と の 森 検 討 協 議 会 第 １ 回 会 議 を 閉 じ さ せ て い た だ

く。  

以  上  

 

 

 

 


